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【解答】 
設問Ａ 
(1) Ａ－パーム油 Ｂ－大豆油 Ｃ－菜種油 
(2) (a)－マレーシア  (b)－中国 
  (c)－アルゼンチン (d)－ウクライナ 
(3) 新興国の経済成長によって食生活で使用され

る量が増加、また環境配慮のもとバイオ燃料とし

て利用されることも増えたため。(57 字) 
(4) 二酸化炭素を吸収する熱帯雨林を伐採して油

ヤシ農園を造成することで温暖化が助長され、生

態系も変化し生物多様性が失われる。(59 字) 
設問Ｂ 
(1) (イ)－アメリカ合衆国 (ロ)－タイ 
  (ハ)－中国 
(2) 安価な労働力や夏季乾燥・冬季湿潤な気候を活

かして小麦や果実を栽培し、近隣のヨーロッパ・

中東諸国へも輸出している。(56 字) 
(3) 関税撤廃下でアメリカ合衆国から大規模生産

された米・小麦などを輸入し、労働集約的な野菜

類や果実類を輸出している。(55 字) 
解説 
(1)(2) “作物”ではなくて“植物油”という形でち

ょっと応用力を試すような問題でした。植物油の

前提となっている作物が、どの国で生産されてい

るかという統計データを頭に浮かべながら解かな

ければなりません。ごま、菜種はマイナーな統計

データですが、『データブック オブ ザ ワールド』

にはちゃんと掲載されています。あとでデータは

紹介しましょう。 
  さて、大豆やトウモロコシはアメリカ合衆国や

中国など、面積が大きい国で栽培されている傾向

が強く、統計データ判断がしにくいので、ここは

パーム油から判断していきたいと思います。パー

ム油の元の作物は油ヤシです。油ヤシは高温多湿

の気候を好む西アフリカを原産地とするヤシの一

種です。Ａ～Ｃの国名の中で熱帯地域に位置する

インドネシアが最上位を占めているＡがパーム油

であると分かります。パーム油の生産統計上位の

国にインドネシア、マレーシア、タイが並んでい

ることは有名な受験知識なので、(a)の国名はマレ

ーシアとなります。 
  次にオリーブのことを考えます。オリーブの主

要な生産国は地中海近辺の諸国です。スペイン、

イタリア、ギリシャなどが挙げられます。今回は、

Ｂ～Ｃの順位の中に地中海諸国が入っていないの

で該当しないと判断します。ココヤシ(コプラに精

製される)も熱帯地域の海岸線に沿って植えられ

やすい作物であり、フィリピンなどが上位に見ら

れないので該当しないと判断します。ごま油が一

番難解です。どこで生産しているか判断が付きに

くいです。ごま油が解答だったら恐らく悪問にな

り、世間でバッシングされるに違いない、東大が

そんな危ない橋を渡ることはない、と考えて該当

しないと判断しましょう(笑)。 
菜種はだいぶ難しかったかもしれません。菜種

は種子に含まれる油の採取を目的として栽培さ

れる油脂作物で、原産地は北ヨーロッパあるいは

シベリアと考えられています。北ヨーロッパが原

産地ということはドイツ、もしくは寒冷なカナダ

で生産されている可能性が見えてきます。だから

Ｃに結びつけられる訳ですが、原産地を知らない

場合はどうするのか悩みますね。こういう時は別

な角度から考えてみます。ヨーロッパではバイオ

ディーゼル生産が盛んです。バイオエタノールは

聞いたことがありますか？トウモロコシやサト

ウキビなど、植物の糖やでんぷんを発酵させてつ

くるアルコールのことです。大気中の二酸化炭素

量を増やさないと考えられているので、環境に配

慮したエネルギーになっています。これと似たよ

うなエネルギーにバイオディーゼルがあります。

これは、菜種油･オリーブ油･パーム油などの油脂

原料から粘性を取り除くことで軽油に近いアル

コールに変えたものです。ヨーロッパの場合は菜

種油からバイオディーゼルを精製することが多
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いことを知っていればＣに結びつけられたはず

です。また、インドの生産量が第３位であること

に注目をしてもいいでしょう。1980 年代から

1990 年代にかけてインドでは大豆や菜種などの

油脂原料を政府の政策によって大幅に生産量を

引き上げる“黄色い革命”が行われてきました。

このことを知っていても結びつけられましたね。

どの知識を取ってみても難しいですが、いろんな

情報にアンテナを張って勉強していれば解答で

きたのではないかと思います。 
ちなみに(b)は中国です。(b)の雨温図は冬季に－

３℃を下回り、夏季に 10℃を上回る年較差が大き

い気候で冬季に降水量も見られないことから冷

帯冬季少雨気候(Dw)となります。冷帯冬季少雨気

候はユーラシア大陸東部にしか見られないため、

必然的に中国が決定します。 
  さぁ、残すところ、とうもろこし油と大豆油の

戦いです。最後は統計データの暗記量がものを言

います。Ｂの生産量上位３位までに中国は入って

いません。これにより大豆が決定します。大豆の

生産量上位３ヶ国はアメリカ合衆国･ブラジル･

アルゼンチンです(2013 年)。トウモロコシの生産

量上位３位はアメリカ合衆国･中国･ブラジルで

す(2013 年)。だからＢは大豆油で、(c)はアルゼン

チンになります。(c)の雨温図を見ると、７月に気

温が低く、12 月に気温が高くなっているため南半

球に位置していることが分かります。気温が高く

なるごとに降水量も増え、最暖月平均気温が 22℃
を超えていることから温暖湿潤気候(Cfa)である

ことが分かります。アルゼンチンの首都ブエノス

アイレスも温暖湿潤気候であるため合致します。 
  あと、(d)の国を決定しないといけません。ひま

わりはロシアやウクライナなどの肥沃なチェル

ノーゼム地帯で栽培されます。よって(d)はウクラ

イナとなります。雨温図を見なくても統計データ

だけですべてを合わせられる実力になっておいた

方が望ましいとは思います。 

  一応、『データブック オブ ザ ワールド 2016』
から統計データを示しておきます。 
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(3) この問題は過去問学習が活きた問題だったと

思います。植物油を扱っている東大の問題を下に

示します。 

 
 

 
 
 
  ここでは上記の問題に対する解説は控えますが、

「中国が油脂類を大量に輸入している」を本問に

適用させると「世界が植物油を大量に必要として

いる」とすることができますね。過去問の解答を

ある程度応用しながら本試験でも解答ができるこ

とになります。みなさんの中にも東大を志望して

いる人がいるなら、過去問をただ解くだけでなく、

しっかり咀嚼して人に説明できるまでになってお

いて欲しいと思います。そうすれば点数は高めに

安定するでしょう。 
  本問の解説に戻ります。問題文のヒントにみな

さんは気付きましたか？「人口増加率をはるかに

上回る勢いで増加している」と書いてありますよ。

これ、別に必要ない文言ですよね。「植物油の世界

的な需要量の伸びが近年著しい」と書けばいいだ

けの話なんですよ。でも、あえて人口増加率を示

しているということは、人口の伸び以上に植物油

の需要増につながる大いなる流れというものを明

確に示す必要が出てきます。まず、人口増加の延

長での解答は、「人口増加著しい発展途上国で生活

水準が向上し、植物油を使用した料理(マーガリン

なども含む)が増え始める、植物油を利用した石け

ん、シャンプーなどを使用し始める」が考えられ

ます。次に、人口増加と関係のない解答は、「植物

油の精製によってバイオディーゼルを作り出し、

生活･工業部門で利用するため」が考えられます。

特に後半部分の解答をしっかり書けていたかどう

かが大事になってくると思います。 
(4) この問題は非常に難易度が低い問題です。Ａの

解答がパーム油だと分かっていれば、原料となる

作物は油ヤシだと分かるはずです。油ヤシは問題

のグラフからも分かるように、1980 年代から

2010 年代にかけて急激に生産量が増加していま

す。この急激な生産量増加は熱帯雨林の伐採と表

裏の関係があります(天然ゴムのプランテーショ

ンからの転換も見られます)。熱帯雨林を伐採すれ

ば二酸化炭素を吸収する存在を失うことになるの

で温暖化に拍車をかけることは分かりますよね。

さらに、熱帯雨林で生活している動物、群生して

いる植生らが生態系の変化に伴って、絶滅もしく

は種の減少につながっていくと考えられています。 
設問Ｂ   
(1) 小麦は冷涼少雨の気候環境を好むので、タイの

ような熱帯気候に位置する国ではほとんど栽培さ

れないと考えられます。なので、小麦の自給率が

０％になっている(ロ)がタイに該当します。次に、

(イ)と(ハ)の判断ですが、この判断を間違えてしま

っている人は、基礎的な力が少しまとまっていな

いかもしれません。アメリカ合衆国が世界的な小

麦輸出国であると知っていれば、小麦の自給率が

171％の(イ)に該当させることができるでしょう。

ここで、(イ)の米の自給率の高さが気になった人

もいるかも知れませんね。ちゃんと解説をしてお

きます。アメリカ合衆国では温暖湿潤な気候環境

や灌漑設備が備わった地域で栽培されていて、カ

リフォルニア州のセントラルバレーや東部のミ

シシッピ川下流域が一般的です。この地域で栽培

された米は、アメリカ人自身が米を主食としてい

るわけではなく主に輸出に回されるため、自給率

が高くなります。一方、中国は、米の世界最大の

生産国ではありますが、国内人口が多く、その需

要を満たすために国内消費が主になり、輸出量は

そんなに多くはなりません。この結果、自給率が

大幅に 100％を超えるほどの高さにはなっていな

いわけです。この問題はセンターレベルですから、

間違った人は奮起してくださいね。 

中国の輸入額上位の農産物には、大豆などの

ほか、パーム油(ヤシ油)、大豆油が含まれる。

これら油脂類が大量に輸入されている背景を、

２行以内で述べなさい。(東大 2012 年) 
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(2) 実力がついてくれば様々なルートから解答を

書けそうな問題です。まずはトルコの自然環境か

ら考えましょう。やや内陸はステップ気候(BS)が
広がっていますが、沿岸は夏季に乾燥する地中海

性気候(Cs)が広がっています。この気候を活かす

ことによって地中海諸国はオリーブ、ブドウ、コ

ルクがしなどを栽培することができます。果実類

の自給率の高さにつながります。また、ヨーロッ

パ南部は温暖な気候でもあるため、野菜栽培も盛

んです。野菜栽培は労働集約的な農業であるため、

安価な労働力を得られるトルコでは発展しやすく

なります。野菜類の自給率の高さにつながります。

また、冬季は湿潤であるため、冬作物である小麦

の栽培は可能で、自給率も 122％と高くなってい

ます。これらの内容が自然環境では大事だと思い

ます。 
では社会条件には何があるでしょうか。さきほ

ど述べた安価な労働力はその１つに数えても良

いと思います。もう１つは、ヨーロッパ市場へ近

接していることです。自給率が 100％を上回って

いる品目はどこかに輸出されていると考えるの

が妥当で、主にヨーロッパだと考えられます。経

済成長著しい近隣の中東諸国へ輸出しているこ

ともあります。 
(3) 問題の正確な把握が大切です。「特定の農産物

に関しては 100％を上回っている」という部分だ

け解答してはいけません。「全般に自給率が低い

が」の部分も述べましょう。さらに、(2)の問題と

違っている用語にも気を付けます。“社会条件”で

はなく“社会経済状況”が聞かれていますよ。様々

な入試問題を解いてきている人は、“ははーん、

NAFTA で考えればいいんですね”と分かると思

います。思いつけなかった人は、これからメキシ

コ－アメリカ合衆国関係では NAFTA をすぐに頭

に思い浮かべるようにしてください。 
  NAFTA は 1994 年に設立されたアメリカ合衆

国･カナダ･メキシコの自由貿易市場で、貿易にお

ける関税が撤廃されています。二国間関係では、

関税が撤廃されると、相手国より安価に生産でき

る産物が相手国へ輸出されやすい環境になります。

メキシコの賃金水準はアメリカ合衆国より低いた

め、労働集約的な農産物である野菜類や果実類に

おいては、メキシコ産の値段が安くなります。だ

からアメリカ合衆国に輸出されて、それだけ自給

率も高くなります。一方、メキシコよりもアメリ

カ合衆国で生産される農産物が安いことなんてあ

りえるのでしょうか？賃金水準が高いのに？その

疑問に答えるにはアメリカ合衆国の農業の特徴を

思い浮かべる必要があります。アメリカ合衆国で

は１人当たり農地面積が大きく、機械化が進んだ

大規模な農業が行われています。その分だけ、１

人当たりで生産する農作物の量は多くなり、単価

が安くなります。小麦や米などは機械化が進んだ

大規模農業で生産されるため、メキシコ産の価格

よりも安くなり、メキシコに輸出されることにな

ります。そうすると、メキシコの自給率が下がる

わけです。この問題と同じような過去問を下に示

しておきます。やはり、東大以外の過去問を解い

ておくことが必要だと思います。 

 
 
 
 
 
 
 
 

次回、東大の2016年度の第１問を解説するか、

第３問を解説するかはまだ決めていませんが、そ

れまでにしっかり頑張って実力を上げておいて

くださいね！ 

 
 
 

メキシコは、日本と EPA を締結する 10 年以

上も前からアメリカやカナダとの間に自由貿易

協定を結んでいます。アメリカとカナダとの間

に結んだ自由貿易協定が、メキシコ経済にこれ

までにどのような影響を与えたと思うか、述べ

なさい。(150 字以内) (一橋大 2007 年) 
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【前置き文】 
 先日、某テレビ番組で最新の文房具を紹介してい

ました。その時紹介されていた“スマタン”という

スマホ連動型の単語カードに興味を覚えました。手

で書いていた単語カードを専用のアプリで読み込め

ば、スマホの中で単語カード的に勉強できるという

ものです。問題が書いてあるカードをタップすると

裏返ったりするのが新鮮で、かなり気に入っていま

す。私も、スマホで中国語が勉強できないか模索し

ていました。パワーポイントを使用して、あるシー

トに中国語を書き、次のシートに意味を書くことを

続けます。それをスマホに送ると、簡易的な単語カ

ードみたいなものにはできます。ただ、ランダムに

出すことができないので、ちょっと意気消沈してい

ました。でも、世間の人々が同じようなことを考え

ていたことを知って嬉しかったです。 
 とりとめのない話が続きましたが、先週の解答解

説をしていきます。どうぞ！ 
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